
香川県 
新広域災害・救急・周産期医療情報システム 

      （医療ネットさぬき）  のご紹介 



課題解決に向けてのポイント① 

○各医療機関への搬送状況を、救急隊がリ
アルタイムで把握できれば比較的余裕のあ
る医療機関から受入要請を開始することが
可能 ⇒ 迅速な救急搬送に繋がる。 

 

 

○救急隊が搬送状況をリアルタイムで把握
するためには、システムへの入力が必要！ 



○しかし一刻を争う救急現場で 

 業務にあたる救急隊員に 

 新たな作業を課すこと 

 （タッチパネル操作など）は 

 負担となってしまう。 

 

 現在の作業を変えることなく、救急搬送に 

 必要な情報を入力できる手法を模索・・・ 

 

  

 

課題解決に向けてのポイント② 



 ○手書き文字を 

  そのまま電子化できる 

  「デジタルペン」 と 

     「スマートフォン」の 

      新たな融合によるシステムの構築 

○県内全ての救急隊が 

 統一様式として使用していた 

 「傷病者観察メモ」と 

「新救急システム」のコンセプト 



「新救急システム」のスキーム 
【新救急システム】 

【救急隊】 【救急病院】 

①患者情報を「傷病者観察メモ」にデジ
タルペンで記入し、スマートフォンで送信 

②新救急システムにアクセスし、患
者到着前に詳細な患者情報を入手 
（受入確定後は、個人情報も入手可能） 

③患者の診断名が確定しだい、新
救急システムに入力。 

 各病院の搬送状況などを新救急シ
ステムから入手し、受入要請に活用 

電話で受入交渉 



デジタルペンのしくみ 

救急隊がデジタルペンで実際に
記載した傷病者観察メモ 

ペン先は、普通のボールペン
がついている。 

ペン先の下部にカメラが内蔵
されており、データを読み取る 
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スマートフォンのしくみ 

【スマートフォン初期画面】      【医療機関検索画面】 

各医療機関の過去３時間の状況が分かる 



医療機関で確認できる画面 

ここから傷病者観察メモの内容
が把握可能（個人情報以外） 

救急患者の受入先となった医療
機関のみ個人情報を確認可能 
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